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※ 記載⾦額は百万円未満を切り捨てて表⽰
※ 四半期純損益は、親会社株主に帰属する四半期純利益を表⽰

単位︓百万円 2023年9月期
第3四半期実績

2024年9月期
第3四半期実績

前年同期⽐
増減率

売上高 9,745 10,918 +12.0%

営業利益 885 707 △20.1%

経常利益 895 714 △20.2%

444

四半期純損益 520 △168 ー

四半期損益計算書（連結）

• 売上高は、医薬品・医療機器等の臨床開発⽀援が減少したものの、主⼒製品である電子カルテシステムの販売において、⼤型案件
の導入・更新があったことなどから、前年同期⽐で増加。

• 利益⾯においては、電子カルテシステムの売上増加に伴う利益増加があった⼀⽅で、臨床開発⽀援の売上減少の影響が⼤きく、営
業利益及び経常利益は前年同期⽐でそれぞれ減少。

• マイクロン及びサンカクカンパニーの業績が当初計画を下回り、両社の固定資産及びのれんの減損損失等を特別損失に計上。
• 以上の要因に加え、法人税等調整額が増加したことなどにより、親会社株主に帰属する四半期純損失を計上。

特別損失
減損損失 260

マイクロン 固定資産
マイクロン のれん
ｻﾝｶｸｶﾝﾊﾟﾆｰ 固定資産

のれん償却額 184 ｻﾝｶｸｶﾝﾊﾟﾆｰ のれん
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セグメント別実績（連結）

単位︓百万円
2023年9月期

第3四半期
実績

2024年9月期
第3四半期

実績
前年同期⽐

増減率

ヘルスケア
ソリューション事業

売上高 9,395 10,605 +12.9％

セグメント利益 950 775 △18.4％

マーケティング
ソリューション事業

売上高 350 312 △11.0％

セグメント利益
又は損失（△） △ 16 △ 31 －

※ 記載⾦額は百万円未満を切り捨てて表⽰
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セグメント別受注状況（連結）

単位︓百万円

2023年9月期
第3四半期

実績

2024年9月期
第3四半期

実績

前年同期⽐
増減率

受注高 受注残高 受注高 受注残高 受注高 受注残高

ヘルスケア
ソリューション事業 9,491 5,151 9,423 4,704 △0.7% △8.7%

マーケティング
ソリューション事業 324 110 317 99 △2.1％ △10.6％

合計 9,815 5,262 9,740 4,803 △0.8％ △8.7%

※ 記載⾦額は百万円未満を切り捨てて表⽰
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2024年9月期 業績予想

※ 記載⾦額は百万円未満を切り捨てて表⽰
※ 当期純利益は、親会社株主に帰属する当期純利益を表⽰

売上高

当期純利益

消費税
増税後
･ｺﾛﾅ禍

前期からの
期ズレ･

駅探株式売却

（百万円）

業績予想
修正あり
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※ 記載⾦額は百万円未満を切り捨てて表⽰しております。
※ 当期純利益は、親会社株主に帰属する当期純利益を表⽰しております。

2024年9月期 業績⾒通し 業績予想
修正あり

• 売上高は、主⼒製品である電子カルテシステム「ＭＩ・ＲＡ・Ｉｓシリーズ」の販売は順調に推移しているものの、医薬品・医
療機器等の臨床開発⽀援やデジタルマーケティング⽀援が減少していることなどから、当初計画を下回る⾒込み。

• 利益⾯は、売上高の減少に伴う売上総利益の減少により、営業利益及び経常利益は当初計画を下回る⾒通し。親会社株主に帰属
する当期純利益につきましても、以上の要因に加え、サンカクカンパニーに係るのれん償却額や、マイクロン及びサンカクカン
パニーに係る固定資産の減損損失の計上により、当初計画を下回る⾒通し。

単位︓百万円 2023年9月期
実績

2024年9月期
当初計画

(2023年11月10日)
対 前期⽐増減

修正計画
(2024年7月29日)
対 前期⽐増減当初計画

(2023年11月10日)
修正計画

(2024年7月29日)

売上高 13,632 15,500 14,400 + 13.7% + 5.6%

営業利益 1,254 1,350 1,050 + 7.6% △16.3%

経常利益 1,257 1,350 1,050 + 7.4% △16.5%

当期純利益 687 750 0 + 9.1％ ー
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【 北 海 道 】
127件

MI･RA･Isシリーズ導入実績

【 東 北 ・ 甲 信 越 】
91件

【 関 東 】
200件

【 近 畿 】
115件

【 九 州 ・ 沖 縄 】
168件

【 中 国 ・ 四 国 】
122件

【 東 海 ・ 北 陸 】
115件

合 計
938件

（2024年6月30日現在）
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722 750 772 773
847

78 72 67 84
52

44 43 44 60
39

20/9 21/9 22/9 23/9 24/9

3Q

MI･RA･Isシリーズ導入数推移

2.3%
7.6%

11.7% 37.3% 21.1% 20.0%

中小病院に特に強み

400床
以上 300〜

399床

200〜
299床

100〜
199床

20〜
99床

20床
未満

当社顧客の約7割が
中小病院（300床未満）

メインターゲット

電子カルテシステム導入済病院のうち
当社シェアは15.9%

（ 「医療機器システム⽩書2024」データから当社集計）

844 865 883 917 938
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Topics
新株予約権発⾏による資⾦調達状況

総数
権利⾏使・資⾦調達の状況

当四半期
24/4/1〜24/6/30

発⾏⽇からの累計
23/10/11〜24/6/30

新株予約権数
（発⾏前の議決権数に対する⽐率）

25,000個
（16.73%）

総数のうち 0個 ⾏使
（0.00%）

総数のうち 1,100個 ⾏使
（0.74%）

発⾏株式数
（発⾏前の株式総数に対する⽐率）

2,500,000株
（16.29%）

総数のうち 0株 ⾏使
（0.00％）

総数のうち110,000株⾏使
（0.72％）

権利⾏使進捗率 － 0.00％ 4.40％

権利⾏使価額 600円 600円 600円

資⾦調達
状況

新株予約権発⾏による調達額 3.75百万円 0.00百万円 3.75百万円

新株予約権⾏使による調達額 1,500.00百万円 00.00百万円 66.00百万円

合計 1,503.75百万円 00.00百万円 69.75百万円

• 割当先 ︓マイルストーン･キャピタル･マネジメント株式会社
• 権利⾏使期間︓2023年10月11日〜2025年10月10日（2年間）
• 適時開⽰URL︓https://www.ce-hd.co.jp/wp-content/uploads/2023/09/20230925_shinkabuyoyaku.pdf
• 補⾜資料URL︓https://www.ce-hd.co.jp/wp-content/uploads/2023/09/20230925_shinkabuyoyaku_hosoku.pdf

新株予約権発⾏前（2023年9月30日時点）の議決権数 ︓ 149,463個
新株予約権発⾏前（2023年9月30日時点）の発⾏済株式総数 ︓ 15,347,600株
全て⾏使された場合の発⾏諸費⽤の概算額（税別） ︓ 11百万円

（四半期決算発表に合わせて開⽰します）

当四半期の
資⾦調達なし
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CSI

医療・ヘルスケア分野におけるノンバーバル
情報（※）を活用したAI事業開発の協業

 株式会社Rutelia（ルテリア）とAI協業開発
に関する基本合意書を締結。

 「人の能⼒を高めるAI」を基本コンセプト
に、利⽤者の能⼒と仕事の質を向上させる
システムの開発が目標。

Topics
AIに関する取組み

• プレスリリース日︓2024年7月29日
• プレスリリースURL︓https://www.ce-hd.co.jp/wp-
content/uploads/2024/07/20240729_miraisai.pdf

• プレスリリース日︓2024年5月28日
• プレスリリースURL︓https://www.ce-hd.co.jp/wp-
content/uploads/2024/05/20240528_rutilea-ai.pdf

（※）挙動や沈黙、表情の変化等非⾔語的な情報

 「MI･RA･Is」に「オンプレミスのAI」を搭載
し、患者の診療情報を外部に出さずにAIを使⽤
することが可能。

 医師の事務作業のうち紹介状、診療サマリ、
診断書などの文書作成⽀援からAI活⽤を開始
し、さらには診療⽀援（診療アシスタント）
まで発展させる計画。

 今後、「MI･RA･Is」を使⽤している医療機関
において、AIの実装評価及び改善を⾏い、本年
12月に製品版を発表する予定。

電子カルテシステム「MI･RA･Is」にAIを搭載
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CSI

ドクターコネクトの経⼝免疫療法（※）での
活用を開始

ドクターコネクトに医療現場の働き⽅改⾰を支
援する機能を追加し、今年夏より順次提供開始

あいち小児保健医療総合センターの協⼒、監修の下、
活⽤を開始。

患者の状態入⼒をデジタル化、患者ごとの特性や
日々の状態に応じた入⼒画⾯を⽣成することで、患
者の入⼒作業を最小化、更には担当医師側もいつで
もその状況を把握する事ができる。

Topics
ス マ ー ト フ ォ ン 向 けPH Rサー ビ ス「 ドク ター コ ネク ト」

• プレスリリース日︓2024年5月28日
• プレスリリースURL︓https://www.ce-hd.co.jp/wp-
content/uploads/2024/05/20240528_doctorconnect.pdf

（※）経⼝免疫療法
食物アレルギー患者に対して、原因食物を少しずつ食べていくことで、原因食物
が食べられるようになることを目指す治療法

• プレスリリース日︓2024年7月8日
• プレスリリースURL︓https://www.ce-hd.co.jp/wp-
content/uploads/2024/07/doctorconnect_tsuika_20240708.pdf

受診予約機能追加
(1)患者が容易に通院予定を組むことが可能。

病院内での滞在時間を短縮。
(2)医療機関側も診療計画や受入準備を効率化。

電子カルテ連携
問診情報を電子カルテシステムに転送し、医療機関の
業務負荷を軽減。

情報共有機能の充実
看護師や医師事務作業補助者にも提供、情報共有の上、
働き⽅改革を促進。

向こう1年間で200医療機関における利⽤を目指す。
今後、当社電子カルテシステム「MI･RA･Is」シリーズ
とも連携し、医療現場の利便性を⾶躍的に高める機能
を順次提供予定。
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Topics
プログラム医療機器

プログラム医療機器の開発を促進させる
プラットフォームを⽴ち上げ

マイクロン

• プレスリリース日︓2024年7月17日
• プレスリリースURL︓https://www.ce-hd.co.jp/wp-
content/uploads/2024/07/micron_kyogyo20240717.pdf

 株式会社メディカル・プリンシプル社が運
営する、「医療の“あったらいいな”デザイ
ン⼯房」を通じて医師たちの創造⼒を結集。

 医師たちのアイデアを形にし、実際の開発
を⽀援するプログラムを提供。

 多くの開発企業との協⼒を経て⽣まれた
プログラム医療機器が、マイクロンの薬事
申請⽀援を受けて、社会実装されていく流
れを共同で形成。

• プレスリリース日︓2024年7月29日
• プレスリリースURL︓https://www.ce-hd.co.jp/wp-
content/uploads/2024/07/20240729_samdkyogyo.pdf

プログラム医療機器開発の強化に向けた、⼈材
交流を開始

 株式会社リベルワークスと協業し、共同営業を
実施、既に複数案件を受託。

（プログラム医療機器開発に関する引き合いは
増加傾向、今後も高い成⻑を期待）

 マイクロンからリベルワークスへ専門スタッフ
を派遣、開発のための法規制対応の知識と技術
の共有を推進し体制を強化。

 当局の認証・承認取得⽀援や製品化⽀援を⼀層
強化し、規制対応の専門スキルを活かしたサ
ポートを提供、新たなビジネスチャンスの創出
を目指す。
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電子カルテシステム「MI･RA･Is」を中心とした
医療システム開発と受託システム開発

CEホールディングス

シーエスアイ
（略称︓CSI）

100.0%

医療とWebの知⾒を活⽤した、産業保健事業、
人材事業、マーケティング事業

Mocosuku
57.5%

企業やサービスのデジタルマーケティング実⾏
⽀援とデジタルマーケ人材を育成

ｻﾝｶｸｶﾝﾊﾟﾆｰ
（略称︓ｻﾝｶｸ）

100.0%

イメージング技術を活⽤した、効率的な臨床
開発⽀援

マイクロン
70.6%

看護業務システムの開発・導入・運⽤保守を
トータルサポート

エムシーエス
（略称︓MCS）

51.0%

臨床開発に必要な、高度な
人材の派遣

ｴﾑﾌﾛﾝﾃｨｱ
マイクロン100.0%

医療情報システムの開発・導入・運⽤保守を
トータルサポート

ﾃﾞｼﾞﾀﾙｿﾘｭｰｼｮﾝ
（略称︓DS）

100.0%

設⽴ : 1996年3月
本社 : 札幌市
資本⾦ : 約12億円
市場︓東証ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ

札証
（証券ｺｰﾄﾞ 4320）

代表取締役会⻑ :
杉本 惠昭

代表取締役社⻑ :
齋藤 直和

持株⽐率事業会社持株会社

会社概要（2024年6月末現在）
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2022

グループの沿⾰

1996

設⽴
2001

ﾏｻﾞｰｽﾞ
上場

会社
分割2000

シーエスアイ
に商号変更

設⽴

旧 シーエスアイ

CEホールディングス

シーエスアイ

Mocosuku

エムシーエス

マイクロン

エムフロンティア
（マイクロンの完全子会社）

(※)旧ディージェーワールドと旧システム情報パートナーが2021年に合併

ﾃﾞｼﾞﾀﾙｿﾘｭｰｼｮﾝ(※)

ｻﾝｶｸｶﾝﾊﾟﾆｰ

00 05 10 2015

2013

商号
変更

2014

一部
上場

2022

ﾌﾟﾗｲﾑ
移⾏

2013

2015

2019

2021

1995 2000 2005 2010 2015 2020

2023/10

ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ
移⾏
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事業内容

セグメント 主要な製品･サービス 提供会社

ヘルスケア
ソリューション
事業

電子カルテシステム「MI･RA･Isシリーズ」 MI･RA･Is V 等 CSI、MCS

地域医療連携システム ID-Link CSI

医療機関と患者の情報共有サービス ドクターコネクト CSI

医療情報システムの受託開発 CSI、DS

医療情報システムの運⽤管理（病院内のシステム･ネットワークの運⽤管理等） DS

医療機関向け料⾦後払いシステム DS

医薬品･医療機器の臨床開発受託 マイクロン

ソフトウエア医療機器の開発･販売･保守 マイクロン

企業や健保組合からの、健康相談窓⼝や特定保健指導の受託 Mocosuku

人材紹介･派遣 Mocosuku

マーケティング
ソリューション
事業

デジタルマーケティング全般の⽀援 サンカク

デジタルサイネージシステムの販売 DS
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（連絡・お問合せ）
株式会社ＣＥホールディングス

経営･事業企画室
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